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•表題（しょうわ）については
「西条小学校 6年1組（平成29年度当時）
中野　李咲 さん（なかの りさ）」の直筆です。❾
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❷
一般質問 ここが聞きたい
甲府昭和高校との連携事業
議員記者が行く！文化協会へ取材！

コーラス部公演の様子
（関連ページ22）
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青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に Vol.40
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「
安
心
・
安
全
な
町 

昭
和
町
」

　
結
婚
を
機
に
昭
和
町
に
来
て
12
年
に
な
り
ま
し
た
。

友
達
も
親
も
い
な
い
場
所
で
の
生
活
、
子
育
て
は
不
安

で
し
た
が
、
保
育
園
に
併
設
さ
れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
先
生
や
同
世
代
の
マ

マ
達
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
で
前
向
き
な
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

子
育
て
支
援
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
現
在
３
人
の
子
育
て
中
で
す
が
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
に

入
れ
て
い
た
だ
い
た
り
、
前
年
度
は
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
会

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
行
事
や
地
区
活
動
に
参
加

す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日
で
し
た

が
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
助
け
て
く
だ
さ
る
方
も

多
く
、
地
域
の
方
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
充
実
し

た
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
操
の
講
師
と
し
て
小
学
校
の
親
子
レ
ク
や

児
童
館
、
他
地
区
の
愛
育
会
に
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
と
、
昭
和
町
の
方
と
触
れ
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
増
え
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
昭
和
町
に
住
ん
で
12
年
。
最
初
は
不
安
し
か
な
か
っ

た
生
活
も
、
今
で
は
人
の
優
し
さ
、
町
の
優
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
の
生
活
に
変
わ
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
優
し

さ
の
一
部
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
お
手

伝
い
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　「
昭
和
町
に
住
ん
で
み
て
」
の
掲
載
依
頼
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
普
段
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
昭
和
町
の
良
さ
が
分

か
って
き
ま
し
た
。

　
山
梨
県
の
中
心
で
一
番
小
さ
な
面
積
で
あ
る
昭
和
町

は
昔
、
農
業
地
帯
で
、
道
路
も
未
舗
装
で
狭
く
、
不
便

な
所
で
し
た
が
、
こ
の
40
年
間
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
地
帯
は
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
出
店
に
よ
り
、
甲
府
市
中
心
ま
で
行
か
な
く
て

も
生
活
用
品
や
食
料
品
な
ど
が
全
て
揃
う
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
娯
楽
施
設
も
夜
遅
く
ま
で
営
業
し
て
い
る
の
で
、

週
末
は
、
好
き
な
映
画
を
見
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
帰
り
道
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
に
照
ら
さ
れ
、
明
る
く
、
安

心
し
て
家
に
帰
れ
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
昭
和
町
の
安
協
に
所
属
し
、
ま
た
、
飯

喰
体
協
ゴ
ル
フ
部
の
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
自
分
の
出
来
る
範
囲
で
活
動
を
続
け
、
も
っ
と

楽
し
く
、
そ
し
て
よ
り
安
全
で
安
心
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
町
飯
喰
に
生
ま
れ
56
年
が
過
ぎ
、
そ
の
人
生
の

中
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
多
く
の
良
き
思
い

出
を
つ
く
る
事
が
出
来
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
少
し
で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
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平成30年4月1日付の人事異動により

やまもと やすし

新議会事務局長に山本　靖 氏

やまもと やすし

山本　靖 氏

議会事務局長 → 収納課長

ふかがわ かずひこ

深川　和彦 氏

→ 議会事務局長環境経済課
農政振興係長
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小さくても豊かな
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施政方針（要旨） 

小さくても豊かな
　　　　まちづくり！

「支えあう健やかな町を目指す」
母子寡婦・父子家庭の支援策等、
さらなる福祉の向上。

１

「豊かな心と文化を育む町を目指す」
教育 ・スポーツ ・文化活動の支援。

2

「快適で住み心地のよい町を目指す」
快適な住環境、リニア開通を見据えた
アクセス道路の整備。

3

「にぎわいと活力のある町を目指す」
交流人口の増加に努め、企業支援を
することによる雇用や起業の増加。

4

「安心して暮らせる町を目指す」
洪水ハザードマップの更新、下水道
設備の管内調査また、消費者行政
事業のさらなる充実・継続。

5

「参画と交流の町を目指す」
町内各種団体との連携支援の継続。

6

町民サービスの維持・向上を目指す６つの諸施策！

主 要 施 策 つ の 柱 ！3
（仮称）子育て支援に関
する総合サービス拠点の
整備、検討
多様化する子育てニーズ
に、よりきめ細かい対応を
可能とするよう進めていき
ます。

１ 都市計画マスタープラン
と緑の基本計画の推進

都市計画の視点から未来
の昭和町の姿を描いてい
き、市街化調整区域の開
発基準を定める都市計画
法第３４条第１１号の条例
制定など、さらなる推進に
努めていきます。

2 （仮称）生涯学習館の建設
に向けて協議を進める

町民の皆様から要望をい
ただき、第6次総合計画や
昭和町まち・ひと・しごと総
合戦略にも位置づけてい
る計画を進めていきます。

3歳入合計
74億600万円

町税
45億3437万4千円
（61.2%）

繰入金
5億8400万円
（7.9%）

国庫支出金 
8億1642万5千円
（11.0%）

県支出金
5億1498万4千円
（7.0%）

町債(借入金)
9980万円
（1.3%）

諸収入ほか
2億77万5千円
（2.7%）

使用料・手数料
6988万8千円
（0.9%） 分担・負担金

1億3785万3千円
（1.9%）

地方消費税交付金
3億7000万円（5.0%）

地方譲与税ほか
7790万1千円（1.1%）

町民に
身近な事業

・学校給食センター増築・改修工事

・（仮称）子育て支援拠点センター用地及び建物取得

・庁舎1階多目的トイレ改修工事

1億2332万円
1億141万円
340万2千円

平成30年度一般会計平成30年度一般会計
町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

入湯税

18億8325万7千円

23億5745万8千円

2億3469万5千円

5788万7千円

107万7千円

町税内訳

※数値は端数調整してあるため、
合計が一致しない場合があります。

歳出合計
74億600万円 民生費

27億8182万円
（37.6%）

総務費
10億8020万4千円
（14.6%）

土木費
9億7829万1千円
（13.2%）

教育費
9億9594万9千円
（13.4%）

公債費
5億2750万3千円
（7.1%）

衛生費
5億3169万5千円
（7.2%）

消防費
2億9104万7千円
（3.9%）

議会費
9569万4千円
（1.3%）

農林水産業費
9387万7千円
（1.3%）

商工費
2225万9千円
（0.3%）

その他
766万1千円
（0.1%）

議会は一般会計・特別会計予算の使い方をチェックしていきます。
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決まったこと

平成30年第１回定例会で決まったこと

　平成30年3月定例会は、3月2日から16日まで15日間の会期で開きました。町
長提出の条例関係10案件、平成29年度一般会計および特別会計補正予
算6案件、平成30年度一般会計予算および特別会計予算7案件その他1案
件を審議しました。
一般質問では8人の議員が12件について活発な質問・意見を展開しました。

3月
定例会で

委提ってなんだ！？委提ってなんだ！？
ほたるんに聞いてみよう！

議会基本条例 改正！議会基本条例 改正！

委提っていうのはね、いつもは町長さんから議案（条例とか）は出される
んだけど委員会（議員さんたちが議案とかの事を話し合う集まり）でも議
案を出すことができるんだ。でもお金のこと（予算）に関しては提出でき
ないよ。それでも町のみんながやってほしいことや、議員さんたちが進め
ていきたいことをしっかり提案として出せるっていいことだよね。

ねえねえほたるん、【議会で決
まったこと】の中の“委提”って
どういうもの？

今回は議会の中の条例をもっと良くする
為に、

委員会で提案して、それがOKってこと
になったんだよ。

またわからないことがあったら聞いてね
！

平成30年度
一般会計及び
特別会計予算

①昭和町職員給与条例中改正②職員の育児休業等に関する条例中改正③個人情報保護条例中
改正④情報公開条例中改正⑤後期高齢者医療に関する条例中改正⑥指定居宅介護支援等の事
業の人員及び運営に関する基準等を定める条例制定⑦介護保険条例中改正⑧町営住宅設置及び
管理条例中改正⑨甲府都市計画昭和町特別工業地区建設条例中改正⑩都市公園条例中改正
以上10案件については、全員賛成で可決となりました。

平成29年度
昭和町一般会計及び
特別会計補正予算

議会基本条例中
改正の件

委提    
第1号

議案   
第11号～

議案   
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第17号～

議案   
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第10号

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決
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井
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金
丸
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一
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巳

堀
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太

案件名 審議
結果種別

議会基本条例改正の道のり議会基本条例改正の道のり
　政府の地方分権推進に向けた取り組みの中で、当議会でも議会改革の一環
として議会基本条例を平成２２年９月に制定し、その後、平成２６年１２月に一部
改正して以来3年が経過しました。今回、議会基本条例全体の見直しを行い、
従来の活動に留まることなく、自己、議会全体の更なる資質向上を図りながら、
議会改革を推し進めていきたいという思いから改正に至りました。

改正の目的

全員協議会2月2日

議会基本条例の条項について、
現在までの活動を踏まえ条項
の改正をする事に決定。

議会改革推進会議
2月20日

地方分権対策特別委員会
2月22日

議会基本条例の中で町当局に
関わる条項内容について精査・
検討・決定し、その他条項に
ついても検討の結果、改正案
が決定した。

議会本会議3月2日

地方分権対策特別委員会にて
委員会提出議案として「議会基
本条例中改正の件」を本会議
へ提出。
議員全員賛成で、可決。

（委員会提出議案）議会改革推進会議
2月14日

地方分権対策特別委員会
2月19日

議会基本条例の改正条項の協
議・精査をし、議会全体として、
改正に向けて検討。

●詳細は5月末更新予定のＨＰの会議録を御覧下さい。 ※塚原將司議員は議長のため、採決には加わっていません。
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議・精査をし、議会全体として、
改正に向けて検討。

●詳細は5月末更新予定のＨＰの会議録を御覧下さい。 ※塚原將司議員は議長のため、採決には加わっていません。
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第
１
回
定
例
会（
３
月
）委
員
会
質
疑

産
業
土
木
常
任
委
員
会

一
級
水
準
点
所
在
地
５
か

所
の
水
準
点
は
問
題
な
い
。

甲
府
上
下
水
道
局
昭
和
取

水
場
総
水
量
は
、エ
リ
ア
の

切
り
替
え
と
住
宅
、
店
舗
が

増
え
た
た
め
、こ
こ
数
年
多

く
な
って
い
る
。

山
梨
大
学
・
昭
和
町
共
同

研
究
に
よ
る
、
山
梨
大
学
中

村
高
志
助
教
か
ら
昭
和
町

に
お
け
る
地
下
水
源
を
適

正
に
活
用
す
る
た
め
の
地
下

水
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
中

間
報
告
。

給
食
費
未
納
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
改
正
に
つ
い
て

介
護
支
援
に
つ
い
て

鷹
野
議
員

　
委
託
の
業
務

範
囲
と
、ど
の
よ
う
な
案
件

に
対
し
て
委
託
業
務
が
発
生

す
る
の
か
。

建
設
課
長

　
道
路
拡
幅
な

ど
の
際
に
無
償
で
土
地
を

セッ
ト
バッ
ク
し
て
も
ら
い
、な

お
か
つ
そ
の
道
路
に
公
共
性

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
案
件

に
対
し
て
の
分
筆
業
務
を
委

託
し
て
い
る
。

三
井
議
員

　
不
法
駐
車
し

て
い
る
車
が
多
く
、彩
の
広

場
を
利
用
し
た
い
人
が
車
を

止
め
ら
れ
な
い
、こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

都
市
整
備
課
長

　
以
前
、約

２
か
月
間
、
職
員
が
朝
と
昼

に
駐
車
場
を
見
回
り
、常
習

的
に
駐
車
し
て
い
る
車
に
注

意
を
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

り
、
不
法
駐
車
が
減
っ
た
実

績
が
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、で
き
る
限
り
対
応
し
て

い
く
。

依
田
議
員

　全
国
森
林
環

境
税
促
進
連
盟
の
加
盟
に
つ

い
て
は
、
本
町
に
は
森
林
等

が
な
い
状
況
だ
が
、メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　森
林
環

境
譲
与
税
に
お
い
て
は
、
人

口
割
の
み
で
は
あ
る
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
。

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
新
任
職
員
を

対
象
に
、「
若
手
職
員
ア
イ

デ
ア
提
言
」と
題
し
、パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
発
表
を

受
け
た
。詳
細
は
Ｐ
８
へ
。

２
月
27
日
開
催
の
第
１
回
生

涯
学
習
館
建
設
検
討
委
員

会
に
つ
い
て
生
涯
学
習
課
長

よ
り
報
告
を
受
け
た
。

検
討
委
員
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
正
副
委
員
長
の
決

定
・
要
綱
の
作
成
・
今
後
の

展
望
等
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

昭
和
町
内

水
準
点
測
量
結
果

全
国
森
林
環
境
税

促
進
連
盟
に
つ
い
て

各
小
中
学
校
に
お
け
る

※

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
調
査
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

公
有
地
境
界
調
査

委
託
に
つ
い
て

彩
の
広
場
の
駐
車
場
の

利
用
に
つ
い
て

昭
和
町
に
お
け
る

地
下
水
の
実
態
調
査・

研
究
に
関
わ
る

デ
ー
タ
解
析

中
澤
議
員

　各
小
中
学
校

に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
調
査
の

内
容
は
。

学
校
教
育
課
長

　３
小
学

校
・
中
学
校
に
設
置
し
て

あ
る
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
中
に
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
含
有
し
て
い
る
か
の

調
査
で
あ
る
。

金
丸
議
員

　い
じ
め
対
策
に

つい
て
の
現
状
は
。

教
育
長

　各
小
中
学
校
に

お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年

３
回
、
実
施
し
、
い
じ
め
防

止
協
議
会
を
年
２
回
、
実
施

し
て
い
る
。

　い
じ
め
に
関
す
る
講
演
会

を
外
部
講
師
に
依
頼
し
開

催
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
学

校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
対
応
も

実
施
し
て
い
る
。

塚
原
議
長

　給
食
費
の
未

納
の
新
規
対
応
は
い
つ
頃
実

施
か
。

学
校
教
育
課
長

　滞
納
処

分
を
可
能
と
す
る
た
め
の
支

払
督
促
の
手
続
き
は
進
め
て

い
く
。
関
係
す
る
内
容
の
議

案
は
６
月
定
例
会
に
上
程
す

る
予
定
で
あ
る
。

林
議
員

　介
護
支
援
等
の

事
業
者
は
、
そ
の
利
用
者

本
人
が
意
思
表
示
で
き
な

い
状
態
に
あ
っ
て
、
身
寄
り

も
な
い
場
合
に
は
、
利
用

者
の
要
望
・
希
望
を
ど
う

や
って
確
認
す
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　利

用
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
っ

て
い
る
方
々
の
意
見
を
聞
き

取
り
な
が
ら
、
利
用
者
に

最
適
と
認
め
ら
れ
る
対
応

を
行
う
。

中
澤
議
員

　介
護
保
険
法

が
改
正
さ
れ
、
県
が
行
っ
て

き
た
介
護
事
業
所
への
指
導

監
督
業
務
が
、
市
町
村
へ

権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
対
応
す
る
職
員
の

数
は
足
り
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　職

員
の
業
務
量
が
増
大
す
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
た
め
、

総
務
課
に
は
増
員
配
置
を

依
頼
し
て
い
る
。

※

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は

　ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェニ
ル
化

　合
物
の
略
称
で
、
毒
性

　の
強
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　の
も
の
も
あ
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ア
ル
フ
ァ
米
に
つ
い
て

堀
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の

新
た
な
取
り
組
み
は
考
え
て

い
く
の
か
。

総
務
課
長

　昨
年
度
ま
で
の

返
礼
品
で
、
総
務
省
通
知
に

よ
り
装
飾
品
等
、
返
礼
品
と

し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

は
除
外
し
、
新
た
に
今
年
度

は
返
礼
品
の
追
加
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

依
田
議
員

　昨
年
末
に
町

民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
を
図
る
た
め
リ

ニュ
ー
ア
ル
を
す
る
予
定
だ
と

思
う
が
、
町
の
情
報
発
信
で

あ
る
の
で
早
め
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

は
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
経
費
が
か
か
る
の
で

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

薬
袋
議
員

　ア
ル
フ
ァ
米
を

備
蓄
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
た
が
、
備
蓄
し
て
い
る

の
は
ア
ル
ファ
米
だ
け
か
、
何

人
分
の
備
蓄
が
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　ア
ル
フ
ァ

米
も
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
通

常
の
品
物
を
用
意
し
て
あ

る
。
そ
の
他
、
お
か
ゆ
・
粉

ミ
ル
ク
等
計
画
的
に
備
蓄
し

て
い
る
。
備
蓄
量
は
昭
和
町

の
人
口
の
１
割
分
で
約
２
，

０
０
０
食
分
。

総
務
常
任
委
員
会

水
源
対
策

特
別
委
員
会

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

第
１
回
定
例
会（
３
月
）委
員
会
質
疑
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と
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、
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こ
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に
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の
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都
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整
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課
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前
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場
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に
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内
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類

　の
も
の
も
あ
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ア
ル
フ
ァ
米
に
つ
い
て

堀
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の

新
た
な
取
り
組
み
は
考
え
て

い
く
の
か
。

総
務
課
長

　昨
年
度
ま
で
の

返
礼
品
で
、
総
務
省
通
知
に

よ
り
装
飾
品
等
、
返
礼
品
と

し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

は
除
外
し
、
新
た
に
今
年
度

は
返
礼
品
の
追
加
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

依
田
議
員

　昨
年
末
に
町

民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
を
図
る
た
め
リ

ニュ
ー
ア
ル
を
す
る
予
定
だ
と

思
う
が
、
町
の
情
報
発
信
で

あ
る
の
で
早
め
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

は
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
経
費
が
か
か
る
の
で

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

薬
袋
議
員

　ア
ル
フ
ァ
米
を

備
蓄
し
て
い
る
と
の
説
明
を

受
け
た
が
、
備
蓄
し
て
い
る

の
は
ア
ル
ファ
米
だ
け
か
、
何

人
分
の
備
蓄
が
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　ア
ル
フ
ァ

米
も
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
通

常
の
品
物
を
用
意
し
て
あ

る
。
そ
の
他
、
お
か
ゆ
・
粉

ミ
ル
ク
等
計
画
的
に
備
蓄
し

て
い
る
。
備
蓄
量
は
昭
和
町

の
人
口
の
１
割
分
で
約
２
，

０
０
０
食
分
。

総
務
常
任
委
員
会

水
源
対
策

特
別
委
員
会

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

第
１
回
定
例
会（
３
月
）委
員
会
質
疑
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一般質問の内容は議会事務局及び５月末更新のHP会議録からも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
「
リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

創
造
会
議
」で
の
関
わ
り
は

A
創
造
会
議
の
場
に
お
い
て
進
捗
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
方
向
性
を
決
め
て
い
く

依
田

　リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
ま
で
あ

と
10
年
を
切
り
、県
で
は
１
月
に
リ
ニ

ア
環
境
未
来
都
市
創
造
会
議
を
起
ち

上
げ
、本
町
か
ら
も
町
長
や
関
係
課
が

会
議
の一員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　創
造
会
議
で
は
リ
ニ
ア
駅
周
辺
と
駅

近
郊
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、駅
近

郊
エ
リ
ア
に
町
の
面
積
の
半
分
以
上
が

含
ま
れ
る
本
町
で
は
、町
の
未
来
へ
の
魅

力
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
意
見
を
述
べ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。ど
の
よ
う
な
体
制

で
、ど
ん
な
意
見
を
述
べ
て
い
く
の
か
。

町
長

　平
成
２９
年
３
月
に
、山
梨
県
に

お
い
て｢

リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

整
備
方
針｣

が
策
定
さ
れ
た
こ
と

は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
が
、そ

の
中
の
土
地
利
用
方
針
に
お
い
て

も
、本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

し
て
、実
行
性
や
具
体
性
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、今
後
、県
の
考
え
方
等
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、創
造
会
議

の
場
に
お
い
て
、県
に
よ
る
基
本

計
画
の
進
捗
状
況
等
を
注
視
し

な
が
ら
、改
革
会
議
な
ど
の
庁
内

協
議
の
場
を
有
効
に
活
用
し
、本

町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
策
が

望
ま
し
い
か
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

依
田

　四
方
を
名
峰
に
囲
ま
れ
た
山
梨

県
で
は「
山
の
日
」を
制
定
し
、各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　本
町
は
平
坦
な
地
勢
の
た
め
山

は
な
い
が
、史
跡
と
し
て「
お
こ
ん

こ
ん
山
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

義
清
塚
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の「
お
こ
ん
こ
ん
山
」を
活
用

し
、「
山
の
日
」の
意
義
や
文
化
に

触
れ
る
機
会
と
し
て
、昭
和
町
の

「
山
の
日
」事
業
を
官
民
連
携
で
展

開
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　「お
こ
ん
こ
ん
山
」は
町
の
貴
重

な
財
産
だ
が
、「
山
の
日
」と
結
び

付
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
考
え

て
い
な
い
。

　県
内
各
地
で
実
施
し
て
い
る

「
山
の
日
」の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト

に
積
極
的
に
参
加
す
る
中
で
、県

民
と
し
て
自
然
に
親
し
む「
山
の

日
」を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

依
田

　障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り
充

実
を
目
指
し
、本
町
で
は
障
が
い
者

の
方
々
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
機
会
や
、受
け
入
れ
態
勢
や
施

設
、指
導
者
等
の
環
境
整
備
を
、昭

和
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
な
ど
に

お
い
て
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

考
え
か
。

教
育
長

　障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

環
境
整
備
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
障
が
い
者
福
祉
会
」な
ど
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
解

決
に
取
り
組
む
。

　用
具
や
指
導
者
の
不
足
に
つい

て
は
、県
障
害
者
福
祉
協
会
を

活
用
し
て
い
く
。

　ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

実
施
の
際
に
は
、総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
キ
ャ
メ
リ
ア
」等

の
協
力
も
得
て
い
き
な
が
ら
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

一般
質
問

一般
質
問

山梨で1番低い山…？おこんこん山！

Q
「
お
こ
ん
こ
ん
山
」を

活
用
し
た「
山
の
日
」

事
業
の
開
催
を

A
「
山
の
日
」と
結
び
付
け
る

イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な
い

Q
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

よ
り
充
実
を

A
さ
ら
な
る
充
実
に

努
力
し
て
い
く

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

（地方分権対策特別委員会）

地方分権対策特別委員会にて、若手職員による、
アイデア提言のプレゼンテーションが行われた。

《提案内容》
①石油ファンヒーターを設置することで庁舎内の空調を改善。
②2階にある課への案内板設置。
③役場1階にある障がい者用トイレを多目的トイレに改修。

《議会から》
・提案としてとても良いものであると感じた。更に深く
調査し、実現してほしい。
・良い提案だが、①の場合設置によるデメリットを無くし
たうえで運用が必要になる為、それについても調査し
てあれば良かった。等

Ａ班 「町民目線の優しい庁舎環境の提供について」

《提案内容》
①“PRのきっかけ”につながるポロシャツの良さとして、シンプ
ルに目につきやすい。目につきやすいということは人の印象
にも残ることにつながる。
②“明るさと一体感”につながるポロシャツの良さとして、デザ
インが自由。デザインや色で明るさを出し、同じものを着る
ことで一体感が生まれる。
③“電気料の削減と作業性”では、ポロシャツはYシャツと比較
して涼しく、動きやすいという点がある。

《議会から》
・県や他の市町村でもやっている例がある為、当町も是
非課題をクリアしてもらった上で、進めてほしい。
・職員のポロシャツの導入はクールビズの推進などにな
り、とても良いと思う。等

Ｂ班 「ポロシャツ大作戦　昭和町をPR」

（地方分権対策特別委員会）

若手職員によるアイデア提言
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一般質問の内容は議会事務局及び５月末更新のHP会議録からも閲覧できます。一般質問の内容は議会事務局及び５月末更新のHP会議録からも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
「
リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

創
造
会
議
」で
の
関
わ
り
は

A
創
造
会
議
の
場
に
お
い
て
進
捗
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
方
向
性
を
決
め
て
い
く

依
田

　リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
ま
で
あ

と
10
年
を
切
り
、県
で
は
１
月
に
リ
ニ

ア
環
境
未
来
都
市
創
造
会
議
を
起
ち

上
げ
、本
町
か
ら
も
町
長
や
関
係
課
が

会
議
の一員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　創
造
会
議
で
は
リ
ニ
ア
駅
周
辺
と
駅

近
郊
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、駅
近

郊
エ
リ
ア
に
町
の
面
積
の
半
分
以
上
が

含
ま
れ
る
本
町
で
は
、町
の
未
来
へ
の
魅

力
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
意
見
を
述
べ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。ど
の
よ
う
な
体
制

で
、ど
ん
な
意
見
を
述
べ
て
い
く
の
か
。

町
長

　平
成
２９
年
３
月
に
、山
梨
県
に

お
い
て｢

リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市

整
備
方
針｣

が
策
定
さ
れ
た
こ
と

は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
が
、そ

の
中
の
土
地
利
用
方
針
に
お
い
て

も
、本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

し
て
、実
行
性
や
具
体
性
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、今
後
、県
の
考
え
方
等
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、創
造
会
議

の
場
に
お
い
て
、県
に
よ
る
基
本

計
画
の
進
捗
状
況
等
を
注
視
し

な
が
ら
、改
革
会
議
な
ど
の
庁
内

協
議
の
場
を
有
効
に
活
用
し
、本

町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
策
が

望
ま
し
い
か
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

依
田

　四
方
を
名
峰
に
囲
ま
れ
た
山
梨

県
で
は「
山
の
日
」を
制
定
し
、各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　本
町
は
平
坦
な
地
勢
の
た
め
山

は
な
い
が
、史
跡
と
し
て「
お
こ
ん

こ
ん
山
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

義
清
塚
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の「
お
こ
ん
こ
ん
山
」を
活
用

し
、「
山
の
日
」の
意
義
や
文
化
に

触
れ
る
機
会
と
し
て
、昭
和
町
の

「
山
の
日
」事
業
を
官
民
連
携
で
展

開
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　「お
こ
ん
こ
ん
山
」は
町
の
貴
重

な
財
産
だ
が
、「
山
の
日
」と
結
び

付
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
考
え

て
い
な
い
。

　県
内
各
地
で
実
施
し
て
い
る

「
山
の
日
」の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト

に
積
極
的
に
参
加
す
る
中
で
、県

民
と
し
て
自
然
に
親
し
む「
山
の

日
」を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

依
田

　障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り
充

実
を
目
指
し
、本
町
で
は
障
が
い
者

の
方
々
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
機
会
や
、受
け
入
れ
態
勢
や
施

設
、指
導
者
等
の
環
境
整
備
を
、昭

和
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
な
ど
に

お
い
て
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

考
え
か
。

教
育
長

　障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

環
境
整
備
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
障
が
い
者
福
祉
会
」な
ど
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
解

決
に
取
り
組
む
。

　用
具
や
指
導
者
の
不
足
に
つい

て
は
、県
障
害
者
福
祉
協
会
を

活
用
し
て
い
く
。

　ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

実
施
の
際
に
は
、総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
キ
ャ
メ
リ
ア
」等

の
協
力
も
得
て
い
き
な
が
ら
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

一般
質
問

一般
質
問

山梨で1番低い山…？おこんこん山！

Q
「
お
こ
ん
こ
ん
山
」を

活
用
し
た「
山
の
日
」

事
業
の
開
催
を

A
「
山
の
日
」と
結
び
付
け
る

イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な
い

Q
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

よ
り
充
実
を

A
さ
ら
な
る
充
実
に

努
力
し
て
い
く

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

（地方分権対策特別委員会）

地方分権対策特別委員会にて、若手職員による、
アイデア提言のプレゼンテーションが行われた。

《提案内容》
①石油ファンヒーターを設置することで庁舎内の空調を改善。
②2階にある課への案内板設置。
③役場1階にある障がい者用トイレを多目的トイレに改修。

《議会から》
・提案としてとても良いものであると感じた。更に深く
調査し、実現してほしい。
・良い提案だが、①の場合設置によるデメリットを無くし
たうえで運用が必要になる為、それについても調査し
てあれば良かった。等

Ａ班 「町民目線の優しい庁舎環境の提供について」

《提案内容》
①“PRのきっかけ”につながるポロシャツの良さとして、シンプ
ルに目につきやすい。目につきやすいということは人の印象
にも残ることにつながる。
②“明るさと一体感”につながるポロシャツの良さとして、デザ
インが自由。デザインや色で明るさを出し、同じものを着る
ことで一体感が生まれる。
③“電気料の削減と作業性”では、ポロシャツはYシャツと比較
して涼しく、動きやすいという点がある。

《議会から》
・県や他の市町村でもやっている例がある為、当町も是
非課題をクリアしてもらった上で、進めてほしい。
・職員のポロシャツの導入はクールビズの推進などにな
り、とても良いと思う。等

Ｂ班 「ポロシャツ大作戦　昭和町をPR」

若手職員によるアイデア提言
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さらなる職員研修の充実を

一般
質
問

一般
質
問

Q 若手職員の視察研修と
まちづくりアイデア募集の実施を

A 職員の研修について
必要に応じて検討していく

一般
質
問

一般
質
問

河
住　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
自
ら
の

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
、　
年
後
に
は

自
治
体
の
取
り
組
み
い
か
ん
で
自

治
体
間
に
相
当
の
格
差
が
で
る
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。

　個性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

は
、新
た
な
発
想
が
必
要
だ
。ま

ち
づ
く
り
活
性
化
の
た
め
、ま
ず

若
手
職
員
を
民
間
団
体
や
住
民

が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
視
察
研
修

に
派
遣
し
て
は
ど
う
か
。

　また
、毎
年
定
期
的
に
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　行
政
に
携
わ
る
職
員
は
積
極

的
に
地
域
活
動
に
参
加
し
、地
域

か
ら
出
た
課
題
を
地
域
住
民
と

連
携
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、職
員
の
資
質
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
、職
員
に
は
日
頃
か

ら
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
促
し
て
い
る
。

　若
手
職
員
の
研
修
に
つい
て
も

政
策
課
題
の
必
要
性
に
応
じ
て

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ア
募
集
に
つい
て
は
、「
新
任
職
員

に
よ
る
町
長
への
提
言
プ
ロ
ジェク

ト
チ
ー
ム
」を
編
成
し
、１
年
を

か
け
て
調
査
、研
究
し
て
い
る
。

　平
成
29
年
度
は
２
グ
ル
ー
プ
が

提
言
を
行
う
予
定
で
あ
り
、一

定
の
成
果
が
出
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　今
後
も
、研
修
等
を
計
画
的

に
実
施
し
、職
員
の
自
己
啓
発

と
改
革
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

再
質
問

　平成
２7
、２８
年
に
行
っ
た
山

梨
県
総
合
県
税
事
務
所
へ
の

職
員
派
遣
は
、今
後
も
あ
る
の

か
。行
政
だ
け
で
は
な
く
、一

般
企
業
へ
の
派
遣
も
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　総
合
県
税
事
務
所
に
も
受
け

入
れ
人
数
の
制
限
が
あ
る
が
、今

後
新
た
に
収
納
課
に
配
属
に
な

る
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
き
た

い
。ま
た
甲
府
市
と
の
人
事
交
流

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

　民
間
企
業
と
の
交
流
は
、内

容
等
課
題
も
あ
る
の
で
、慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

再
々
質
問

　若手
職
員
の
派
遣
は
政
策

課
題
の
必
要
性
に
応
じ
て
と

い
う
こ
と
だ
が
、具
体
的
に
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長

　政
策
課
題
は
一
例
と
し
て
は

子
育
て
支
援
や
人
口
減
少
、高

齢
社
会
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
考
え
る
べ

き
こ
と
で
、庁
内
会
議
等
に
お

い
て
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
町

村
会
等
の
研
修
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
災
害
時
の「
受
援
計
画
」

の
策
定
を

A
平
成
30
年
度
に
策
定
す
る

一般
質
問

一般
質
問

Q 自治体クラウド導入の考えは

A 将来的な導入に向けて調査、
研究していきたい

石
原（
高
）

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、
各
自
治

体
が
同
じ
処
理
を
し
て
い
る
業
務

を
地
域
単
位
や
関
係
の
深
い
自
治

体
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
ソ
フ
ト
開

発
や
運
用
、
デ
ー
タ
保
管
な
ど
を

共
同
で
行
う
こ
と
だ
。

　
コ
ス
ト
の
削
減
や
災
害
時
の

デ
ー
タ
確
保
、
専
門
性
の
確
保
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
国
は
積
極
的
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
格
的
な
導
入
に
は
課
題
も
多

い
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
て
も
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
避
け

て
通
れ
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
本

町
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長

　自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
共

同
利
用
に
は
、
相
手
と
な
る
自
治

体
探
し
を
は
じ
め
、
導
入
時
期

の
決
定
や
各
自
治
体
に
お
け
る

費
用
負
担
の
割
合
、
統
括
す
る

組
織
の
確
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
あ
る
。

　今
後
は
、
国
の
考
え
方
等
に

基
づ
い
て
、
将
来
的
な
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
向
け
て
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　
県
内
で
は
　
市
町
村
が
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
共
同
利

用
し
、コ
ス
ト
の
抑
制
と
運
用

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
促
進
を
行
っ

て
い
る
。

　
課
題
が
あ
る
の
は
承
知
だ

が
、
十
分
な
実
施
体
制
を
構
築

し
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
で
の

導
入
を
望
み
た
い
。

総
務
課
長

　住
民
登
録
や
税
な
ど
の
基
幹

登
録
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
時
期

も
迫
っ
て
お
り
、
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
も
、
そ
の
時
に
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

石
原（
高
）

　
災
害
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

地
域
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
環

境
や
応
援
職
員
の
受
け
入
れ
体

制
な
ど
の「
受
援
体
制
」を
整

備
し
て
お
く
こ
と
で
、
先
を
見

通
し
た
災
害
対
応
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。
本
町
に
お
い
て
も

受
援
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
る
。　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
災
害
時
に

行
政
業
務
を
継
続
す
る
た
め
の

「
業
務
継
続
計
画
」と
の
整
合
性

も
検
証
し
、
災
害
対
策
を
さ
ら

に
前
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

町
長

　本
町
で
は
今
年
度
「
昭
和
町

業
務
継
続
計
画
」
を
策
定
し
、

災
害
応
急
対
策
業
務
や
通
常
業

務
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
え

た
。
そ
の
業
務
継
続
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
に
は
、
応
援
の

受
け
入
れ
は
欠
か
せ
な
い
。

　平
成
３０
年
度
、
業
務
継
続
計

画
と
の
整
合
性
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
お
け
る
各
課
の

受
援
業
務
や
受
援
体
制
を
明
確

に
し
た
昭
和
町
受
援
計
画
を
策

定
し
、
さ
ら
な
る
防
災
対
策
の

強
化
に
努
め
た
い
。

再
質
問

　
本
町
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
事
前
登
録
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
活
動
内
容
が
一

般
的
と
専
門
的
と
分
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
活

動
な
の
か
。

　
ま
た
、
町
外
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

福
祉
課
長

　一般
的
な
活
動
は
救
援
物
資
の

搬
送
や
整
理
、避
難
所
の
運
営
、

炊
き
出
し
な
ど
資
格
が
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
で
、専
門
的
活
動

は
医
者
や
看
護
師
、通
訳
、介
護

な
ど
の
資
格
を
持
って
知
識
と
経

験
を
活
か
し
て
行
う
こ
と
と
定

め
て
い
る
。

　ま
た
、町
外
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、社
協

が
行
う
こ
と
に
な
る
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
基
本
は
自
己
完
結
な
の

で
そ
の
説
明
を
し
な
が
ら
、被
災

状
況
や
交
通
手
段
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
受
け
入
れ
る
体
制

を
と
れ
る
よ
う
訓
練
し
て
い
る
。

河住　保茂 議員
か わ す み や すし げ

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き
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質
問
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。
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テ
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は
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後
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来
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体
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入
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、
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用
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。
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、
十
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実
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、
な
る
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く
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長
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や
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テ
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迫
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財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
も
、
そ
の
時
に
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

石
原（
高
）

　
災
害
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

地
域
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
環

境
や
応
援
職
員
の
受
け
入
れ
体

制
な
ど
の「
受
援
体
制
」を
整

備
し
て
お
く
こ
と
で
、
先
を
見

通
し
た
災
害
対
応
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。
本
町
に
お
い
て
も

受
援
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
る
。　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
災
害
時
に

行
政
業
務
を
継
続
す
る
た
め
の

「
業
務
継
続
計
画
」と
の
整
合
性

も
検
証
し
、
災
害
対
策
を
さ
ら

に
前
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

町
長

　本
町
で
は
今
年
度
「
昭
和
町

業
務
継
続
計
画
」
を
策
定
し
、

災
害
応
急
対
策
業
務
や
通
常
業

務
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
え

た
。
そ
の
業
務
継
続
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
に
は
、
応
援
の

受
け
入
れ
は
欠
か
せ
な
い
。

　平
成
３０
年
度
、
業
務
継
続
計

画
と
の
整
合
性
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
お
け
る
各
課
の

受
援
業
務
や
受
援
体
制
を
明
確

に
し
た
昭
和
町
受
援
計
画
を
策

定
し
、
さ
ら
な
る
防
災
対
策
の

強
化
に
努
め
た
い
。

再
質
問

　
本
町
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
事
前
登
録
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
活
動
内
容
が
一

般
的
と
専
門
的
と
分
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
活

動
な
の
か
。

　
ま
た
、
町
外
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

福
祉
課
長

　一般
的
な
活
動
は
救
援
物
資
の

搬
送
や
整
理
、避
難
所
の
運
営
、

炊
き
出
し
な
ど
資
格
が
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
で
、専
門
的
活
動

は
医
者
や
看
護
師
、通
訳
、介
護

な
ど
の
資
格
を
持
って
知
識
と
経

験
を
活
か
し
て
行
う
こ
と
と
定

め
て
い
る
。

　ま
た
、町
外
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、社
協

が
行
う
こ
と
に
な
る
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
基
本
は
自
己
完
結
な
の

で
そ
の
説
明
を
し
な
が
ら
、被
災

状
況
や
交
通
手
段
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
受
け
入
れ
る
体
制

を
と
れ
る
よ
う
訓
練
し
て
い
る
。

河住　保茂 議員
か わ す み や すし げ

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

１０

１０

11 やまなし 議会だよりしょうわ No.177
平成30年 4月27日発行



よりよい町づくりに向けて

一般
質
問

一般
質
問

Q 「都市計画マスタープラン」での
土地利用の基本的考え方は

A 市街化調整区域内での住宅等の
建築の見直しに重点を置き計画を策定する

一般
質
問

一般
質
問

田
中

　本
町
の
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
土
地
利
用

の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
市
街
地

住
宅
系
・
田
園
居
住
系
・
商
業
産

業
系
に
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
田
園
居
住
系
に
お
い
て
、
田

園
環
境
と
住
環
境
が
共
生
す
る
居

住
区
の
形
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　ま
た
、
商
業
産
業
系
に
お
い
て
、

幹
線
道
路
沿
い
へ
の
地
域
特
例
に

応
じ
た
沿
道
サ
ー
ビ
ス
型
の
土
地

利
用
の
誘
導
は
ど
う
な
る
の
か
。

　さ
ら
に
市
町
村
が
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
条
例
で
の
面
的
開
発
の

許
可
要
件
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

　現
状
の
制
度
で
は
市
街
化
調

整
区
域
内
で
は
住
宅
等
を
誰
も

が
建
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、今
回
全
面
的
に
見
直
す
「
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
は
、

そ
こ
に
重
点
を
置
い
て
計
画
を

策
定
す
る
。

　市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地

利
用
は
、
田
園
居
住
系
で
あ
る

農
地
と
住
環
境
が
共
生
す
る

「
田
園
居
住
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位

置
付
け
、
幹
線
道
路
沿
い
は
商

業
産
業
系
で
あ
る
地
域
特
性
に

応
じ
た
生
活
利
便
施
設
や
交
流

施
設
が
立
地
す
る
「
沿
道
サ
ー

ビ
ス
ゾ
ー
ン
」
に
位
置
付
け
る
。

　な
お
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

後
に
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

許
可
の
基
準
で
あ
る
条
例
を
制

定
し
、
住
宅
や
店
舗
等
が
本
町

独
自
の
基
準
の
も
と
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。　ま

た
、
地
区
計
画
に
よ
る
土

地
利
用
の
誘
導
を
推
進
す
る
た

め
、「
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
を
検
討
し
た
い
。

　市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
も

沿
道
サ
ー
ビ
ス
型
の
土
地
利
用

が
あ
り
、幹
線
道
路
沿
い
を
「
沿

道
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ

け
、
商
業
集
積
生
活
利
便
性
の

高
い
複
合
型
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス

ゾ
ー
ン
の
形
成
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　面
的
開
発
の
許
可
要
件
に
つ

い
て
は
、
条
例
の
詳
細
は
現
段

階
で
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
地

区
計
画
に
よ
る
面
的
整
備
は
可

能
と
考
え
ら
れ
る
。

再
質
問

　市
街
化
調
整
区
域
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
の
条
例
制
定
に

つ
い
て
、
エ
リ
ア
、
ゾ
ー
ン
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
基

準
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
で
あ
り
、
エ
リ
ア

に
つ
い
て
の
回
答
は
し
ば
ら
く

待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
学
校
で
が
ん
に
関
す
る

質
の
高
い
授
業
の
実
施
を

A
外
部
講
師
の
招
へ
い
や

取
り
組
み
方
な
ど
を

検
討
し
、
指
導
し
て
い
く

一般
質
問

一般
質
問

Q 自殺対策の推進と計画づくりを

A 平成30年度、自殺対策計画を策定し、
事業の推進体制を強化する

河
田

　日
本
で
は
毎
年
２
万
人
以
上
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
が
続
い
て
い
る
。

　国
で
は
自
殺
対
策
に
つ
い
て
国

を
挙
げ
て
推
進
し
よ
う
と
取
り
組

ん
で
お
り
、
山
梨
県
で
は
既
に
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
て
、
今
後
は

市
町
村
の
取
り
組
み
が
課
題
だ
と

思
わ
れ
る
。

　本
町
で
も
関
連
部
署
が
連
携
し

て
、
推
進
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長

　本
町
で
は
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る「
第
３
次
昭
和
町
地
域
福
祉
計

画
」に
お
い
て
、
自
殺
対
策
推
進

の
取
り
組
み
と
し
て
、
心
の
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
や
知
識

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　こ
の
３
月
議
会
で
自
殺
対
策

計
画
策
定
の
た
め
の
諸
経
費
を

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　福
祉
課
、い
き
い
き
健
康
課
、

学
校
教
育
課
等
の
課
が
連
携
し

な
が
ら
計
画
を
策
定
し
、
事
業

を
推
進
で
き
る
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。

河
田

　今
や
国
民
の
２
人
に
１
人
が

※

罹
患
す
る
と
い
わ
れ
る「
が

ん
」に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
対
策

の
推
進
が
各
都
道
府
県
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　山
梨
県
で
も
が
ん
対
策
推
進

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
が
ん
教

育
の
推
進
も
う
た
わ
れ
、
小
中

学
校
で
は
保
健
の
授
業
で
が
ん

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　が
ん
教
育
は
子
ど
も
た
ち
が

健
康
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
病
気
の
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
す
た
め
の
良
い

機
会
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　学
校
現
場
で
の
質
の
高
い
授

業
を
望
む
が
、
町
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

　本
町
で
は
小
学
校
高
学
年
、

中
学
三
年
生
に
保
健
体
育
の
時

間
に「
病
気
の
予
防
」「
生
活
行
動

が
か
か
わ
って
お
こ
る
病
気
」の
中

で
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、が
ん

そ
の
も
の
や
、が
ん
患
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
教
育
に
つ
い
て
は
ま

だ
不
十
分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　今
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
医
師
な

ど
外
部
講
師
の
招
へ
い
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、「
が
ん
教

育
」に
関
す
る
国
や
県
の
動
向

も
注
視
す
る
中
で
、
教
育
課
程

上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い

く
か
検
討
し
、
各
学
校
を
指
導

し
て
い
き
た
い
。

※

罹
患
と
は
病
気
に
か
か
る
こ
と

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

り
か
ん
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よりよい町づくりに向けて

一般
質
問

一般
質
問

Q 「都市計画マスタープラン」での
土地利用の基本的考え方は

A 市街化調整区域内での住宅等の
建築の見直しに重点を置き計画を策定する

一般
質
問

一般
質
問

田
中

　本
町
の
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
土
地
利
用

の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
市
街
地

住
宅
系
・
田
園
居
住
系
・
商
業
産

業
系
に
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
田
園
居
住
系
に
お
い
て
、
田

園
環
境
と
住
環
境
が
共
生
す
る
居

住
区
の
形
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　ま
た
、
商
業
産
業
系
に
お
い
て
、

幹
線
道
路
沿
い
へ
の
地
域
特
例
に

応
じ
た
沿
道
サ
ー
ビ
ス
型
の
土
地

利
用
の
誘
導
は
ど
う
な
る
の
か
。

　さ
ら
に
市
町
村
が
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
条
例
で
の
面
的
開
発
の

許
可
要
件
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

　現
状
の
制
度
で
は
市
街
化
調

整
区
域
内
で
は
住
宅
等
を
誰
も

が
建
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、今
回
全
面
的
に
見
直
す
「
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
は
、

そ
こ
に
重
点
を
置
い
て
計
画
を

策
定
す
る
。

　市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地

利
用
は
、
田
園
居
住
系
で
あ
る

農
地
と
住
環
境
が
共
生
す
る

「
田
園
居
住
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位

置
付
け
、
幹
線
道
路
沿
い
は
商

業
産
業
系
で
あ
る
地
域
特
性
に

応
じ
た
生
活
利
便
施
設
や
交
流

施
設
が
立
地
す
る
「
沿
道
サ
ー

ビ
ス
ゾ
ー
ン
」
に
位
置
付
け
る
。

　な
お
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

後
に
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

許
可
の
基
準
で
あ
る
条
例
を
制

定
し
、
住
宅
や
店
舗
等
が
本
町

独
自
の
基
準
の
も
と
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。　ま

た
、
地
区
計
画
に
よ
る
土

地
利
用
の
誘
導
を
推
進
す
る
た

め
、「
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
を
検
討
し
た
い
。

　市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
も

沿
道
サ
ー
ビ
ス
型
の
土
地
利
用

が
あ
り
、幹
線
道
路
沿
い
を
「
沿

道
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ

け
、
商
業
集
積
生
活
利
便
性
の

高
い
複
合
型
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス

ゾ
ー
ン
の
形
成
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　面
的
開
発
の
許
可
要
件
に
つ

い
て
は
、
条
例
の
詳
細
は
現
段

階
で
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
地

区
計
画
に
よ
る
面
的
整
備
は
可

能
と
考
え
ら
れ
る
。

再
質
問

　市
街
化
調
整
区
域
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
の
条
例
制
定
に

つ
い
て
、
エ
リ
ア
、
ゾ
ー
ン
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
基

準
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
で
あ
り
、
エ
リ
ア

に
つ
い
て
の
回
答
は
し
ば
ら
く

待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
学
校
で
が
ん
に
関
す
る

質
の
高
い
授
業
の
実
施
を

A
外
部
講
師
の
招
へ
い
や

取
り
組
み
方
な
ど
を

検
討
し
、
指
導
し
て
い
く

一般
質
問

一般
質
問

Q 自殺対策の推進と計画づくりを

A 平成30年度、自殺対策計画を策定し、
事業の推進体制を強化する

河
田

　日
本
で
は
毎
年
２
万
人
以
上
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
が
続
い
て
い
る
。

　国
で
は
自
殺
対
策
に
つ
い
て
国

を
挙
げ
て
推
進
し
よ
う
と
取
り
組

ん
で
お
り
、
山
梨
県
で
は
既
に
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
て
、
今
後
は

市
町
村
の
取
り
組
み
が
課
題
だ
と

思
わ
れ
る
。

　本
町
で
も
関
連
部
署
が
連
携
し

て
、
推
進
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長

　本
町
で
は
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る「
第
３
次
昭
和
町
地
域
福
祉
計

画
」に
お
い
て
、
自
殺
対
策
推
進

の
取
り
組
み
と
し
て
、
心
の
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
や
知
識

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自

殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　こ
の
３
月
議
会
で
自
殺
対
策

計
画
策
定
の
た
め
の
諸
経
費
を

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　福
祉
課
、い
き
い
き
健
康
課
、

学
校
教
育
課
等
の
課
が
連
携
し

な
が
ら
計
画
を
策
定
し
、
事
業

を
推
進
で
き
る
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。

河
田

　今
や
国
民
の
２
人
に
１
人
が

※

罹
患
す
る
と
い
わ
れ
る「
が

ん
」に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
対
策

の
推
進
が
各
都
道
府
県
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　山
梨
県
で
も
が
ん
対
策
推
進

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
が
ん
教

育
の
推
進
も
う
た
わ
れ
、
小
中

学
校
で
は
保
健
の
授
業
で
が
ん

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　が
ん
教
育
は
子
ど
も
た
ち
が

健
康
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
病
気
の
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
す
た
め
の
良
い

機
会
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　学
校
現
場
で
の
質
の
高
い
授

業
を
望
む
が
、
町
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

　本
町
で
は
小
学
校
高
学
年
、

中
学
三
年
生
に
保
健
体
育
の
時

間
に「
病
気
の
予
防
」「
生
活
行
動

が
か
か
わ
って
お
こ
る
病
気
」の
中

で
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、が
ん

そ
の
も
の
や
、が
ん
患
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
教
育
に
つ
い
て
は
ま

だ
不
十
分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　今
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
医
師
な

ど
外
部
講
師
の
招
へ
い
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、「
が
ん
教

育
」に
関
す
る
国
や
県
の
動
向

も
注
視
す
る
中
で
、
教
育
課
程

上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い

く
か
検
討
し
、
各
学
校
を
指
導

し
て
い
き
た
い
。

※

罹
患
と
は
病
気
に
か
か
る
こ
と

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

り
か
ん
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昭和町内の空き家

一般
質
問

一般
質
問

Q 甲府開府500年に乗じて義清公のＰＲを

A 義清神社は文化財、
生涯学習の場として活用していく

一般
質
問

一般
質
問

堀　甲
府
市
は
来
年
迎
え
る
甲
府
開

府
５
０
０
年
を
機
に
「
歴
史
物
語

都
市
構
想
」
を
掲
げ
、
各
市
町
村

と
連
携
し
な
が
ら
魅
力
発
信
を
提

唱
し
て
い
る
。

　本
町
に
も
武
田
義
清
公
を
お
祀

り
し
て
い
る
神
社
が
あ
る
。
武
田

信
虎
、
信
玄
、
勝
頼
の
甲
斐
武
田

家
の
３
公
の
ル
ー
ツ
は
義
清
公
で

あ
る
。
甲
斐
の
国
に
最
初
に
武
田

の
名
を
冠
し
た
の
が
義
清
公
で
あ

り
、
甲
斐
武
田
家
の
礎
を
築
い
た

人
で
あ
る
。

　今
後
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
だ

ろ
う
開
府
５
０
０
年
祭
と
、
そ
の

後
に
続
く
信
玄
誕
生
５
０
０
年
の

節
目
は
、
本
町
に
と
っ
て
も
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　こ
の
機
を
活
か
し
て
一
気
に

武
田
義
清
公
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の

観
光
の
柱
の
一
つ
に
し
た
い
と

考
え
る
が
。

町
長

　義
清
神
社
は
源
義
清
の
館
跡

で
、
義
清
が
晩
年
を
過
ご
し
た

と
言
わ
れ
、
昭
和
53
年
に
町
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　地
元
の
方
々
か
ら
は
「
義
清

さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
て
、

現
在
は
「
義
清
さ
ん
を
守
る
会
」

が
発
足
し
、
神
社
の
清
掃
な
ど

が
行
わ
れ
、
人
と
の
つ
な
が
り

も
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　町
で
も
義
清
の
墓
と
い
わ
れ

て
い
る
「
義
清
塚
」
の
整
備
を

行
い
、
説
明
看
板
や
案
内
看
板

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　甲
府
開
府
５
０
０
年
祭
は
こ

れ
ま
で
の
甲
府
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
甲
府
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
う
祭
り
で
あ
り
、
こ

の
祭
り
に
乗
じ
て
義
清
神
社
を

観
光
の
柱
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　義
清
神
社
は
文
化
財
と
し

て
、
ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

提
案

　甲
府
市
と
の
具
体
的
な
連
携

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
昭
和

町
は
甲
府
開
府
５
０
０
年
祭
に

参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
手

を
挙
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
観
光
バ
ス
が
義
清
神
社

ま
で
入
っ
て
い
け
な
い
と
い
う

が
、
バ
ス
で
乗
り
付
け
な
く
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　例
え
ば
建
設
予
定
の
生
涯
学

習
館
の
駐
車
場
に
バ
ス
を
と
め
、

学
習
館
に
義
清
さ
ん
の
歴
史
を

学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

　今
後
は
義
清
公
を
広
く
発
信

し
て
、
昭
和
町
と
い
え
ば
義
清

さ
ん
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
広
め

て
い
き
た
い
。

　農
産
物
や
土
産
物
の
開
発
な

ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
の
躍
進

も
期
待
で
き
る
。

一般
質
問

一般
質
問

Q 今後の空き家対策は

A 詳しい調査を実施し、
危険個所の解消を指導していく

石
原（
一）

　本
町
は
人
口
も
２
万
人
を
超
え
、

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や

工
業
団
地
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
発
展
し
て
き

て
い
る
。

　し
か
し
、
実
情
で
は
空
き
家
も

か
な
り
の
数
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
屋
根
か
ら
瓦
が
落
下
し
た
り
、

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　空
き
家
の
問
題
は
全
国
的
な
社

会
問
題
で
あ
り
、
本
町
で
も
目
に

付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
慎
重
に
深
く
考
え
て
い
く
べ

き
問
題
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
隣
接
地
に
町
の
公
園

等
が
あ
る
よ
う
な
空
き
家
は
、
町

が
買
い
取
り
、
公
園
を
広
げ
る
な

ど
、
先
を
見
据
え
た
対
応
も
有

効
な
手
段
だ
と
考
え
る
。

　町
で
は
今
後
の
空
き
家
対
策

を
ど
う
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

町
長

　本
町
で
は
平
成
28
年
度
に
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
、
昭
和
町
空

家
等
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」に
規
定
す
る
空

き
家
と
し
て
61
軒
を
把
握
し
、

さ
ら
に
平
成
２９
年
度
は
よ
り
正

確
な
情
報
を
管
理
し
て
い
く
た

め
、
各
区
に
協
力
い
た
だ
き
、
空

き
家
や
危
険
な
工
作
物
等
の
調

査
を
実
施
し
た
。

　危
険
個
所
等
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
建
物
の
所
有
者
に
連

絡
を
取
り
、
危
険
個
所
の
解
消

等
を
指
導
し
て
い
る
。

　今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
空

き
家
の
抑
制
、
流
通
活
用
、
管

理
不
全
な
空
き
家
の
解
消
、
跡

地
活
用
等
に
つ
い
て
検
討
委
員

会
で
協
議
し
、「
空
き
家
等
対
策

計
画
」を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

再
質
問

　空
き
家
が
61
軒
と
い
う
こ
と
だ

が
、少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。空

き
家
の
定
義
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　ま
た
、空
き
家
の
周
り
の
草

木
に
つ
い
て
も
地
権
者
等
へ
の

注
意
や
指
導
は
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　空
き
家
の
定
義
は
、
空
き
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
建
築
物
と
そ
れ
に
属

す
る
工
作
物
で
居
住
、
そ
の
他

の
使
用
が
さ
れ
て
な
い
こ
と
が

常
態
で
あ
る
も
の
、
お
よ
び
そ

の
敷
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　町
内
を
移
動
す
る
際
な
ど
に

気
が
付
い
た
個
所
や
、
町
民
等

か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り

把
握
し
た
時
は
土
地
所
有
者
を

調
べ
て
改
善
指
導
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

再
々
質
問

　空
き
家
の
隣
接
地
に
町
の
公

園
等
が
あ
る
際
な
ど
は
、先
行

投
資
的
に
買
い
取
り
、公
園
を

広
げ
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

都
市
整
備
課
長

　財
政
状
況
や
費
用
対
効
果
、

ま
た
、
空
き
家
や
土
地
所
有
者

の
意
向
も
踏
ま
え
る
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

石原　一好 議員
い し は ら か ず よし

堀　門太 議員
ほ り も ん た

義清像と武田菱
（茨城県ひたちなか市教育委員会 提供）
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昭和町内の空き家

一般
質
問

一般
質
問

Q 甲府開府500年に乗じて義清公のＰＲを

A 義清神社は文化財、
生涯学習の場として活用していく

一般
質
問

一般
質
問

堀　甲
府
市
は
来
年
迎
え
る
甲
府
開

府
５
０
０
年
を
機
に
「
歴
史
物
語

都
市
構
想
」
を
掲
げ
、
各
市
町
村

と
連
携
し
な
が
ら
魅
力
発
信
を
提

唱
し
て
い
る
。

　本
町
に
も
武
田
義
清
公
を
お
祀

り
し
て
い
る
神
社
が
あ
る
。
武
田

信
虎
、
信
玄
、
勝
頼
の
甲
斐
武
田

家
の
３
公
の
ル
ー
ツ
は
義
清
公
で

あ
る
。
甲
斐
の
国
に
最
初
に
武
田

の
名
を
冠
し
た
の
が
義
清
公
で
あ

り
、
甲
斐
武
田
家
の
礎
を
築
い
た

人
で
あ
る
。

　今
後
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る
だ

ろ
う
開
府
５
０
０
年
祭
と
、
そ
の

後
に
続
く
信
玄
誕
生
５
０
０
年
の

節
目
は
、
本
町
に
と
っ
て
も
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　こ
の
機
を
活
か
し
て
一
気
に

武
田
義
清
公
を
Ｐ
Ｒ
し
、
町
の

観
光
の
柱
の
一
つ
に
し
た
い
と

考
え
る
が
。

町
長

　義
清
神
社
は
源
義
清
の
館
跡

で
、
義
清
が
晩
年
を
過
ご
し
た

と
言
わ
れ
、
昭
和
53
年
に
町
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　地
元
の
方
々
か
ら
は
「
義
清

さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
て
い
て
、

現
在
は
「
義
清
さ
ん
を
守
る
会
」

が
発
足
し
、
神
社
の
清
掃
な
ど

が
行
わ
れ
、
人
と
の
つ
な
が
り

も
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　町
で
も
義
清
の
墓
と
い
わ
れ

て
い
る
「
義
清
塚
」
の
整
備
を

行
い
、
説
明
看
板
や
案
内
看
板

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　甲
府
開
府
５
０
０
年
祭
は
こ

れ
ま
で
の
甲
府
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
甲
府
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
う
祭
り
で
あ
り
、
こ

の
祭
り
に
乗
じ
て
義
清
神
社
を

観
光
の
柱
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　義
清
神
社
は
文
化
財
と
し

て
、
ま
た
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

提
案

　甲
府
市
と
の
具
体
的
な
連
携

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
昭
和

町
は
甲
府
開
府
５
０
０
年
祭
に

参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
手

を
挙
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

　ま
た
観
光
バ
ス
が
義
清
神
社

ま
で
入
っ
て
い
け
な
い
と
い
う

が
、
バ
ス
で
乗
り
付
け
な
く
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　例
え
ば
建
設
予
定
の
生
涯
学

習
館
の
駐
車
場
に
バ
ス
を
と
め
、

学
習
館
に
義
清
さ
ん
の
歴
史
を

学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

　今
後
は
義
清
公
を
広
く
発
信

し
て
、
昭
和
町
と
い
え
ば
義
清

さ
ん
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
広
め

て
い
き
た
い
。

　農
産
物
や
土
産
物
の
開
発
な

ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
の
躍
進

も
期
待
で
き
る
。

一般
質
問

一般
質
問

Q 今後の空き家対策は

A 詳しい調査を実施し、
危険個所の解消を指導していく

石
原（
一）

　本
町
は
人
口
も
２
万
人
を
超
え
、

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や

工
業
団
地
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
も
あ
り
発
展
し
て
き

て
い
る
。

　し
か
し
、
実
情
で
は
空
き
家
も

か
な
り
の
数
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
屋
根
か
ら
瓦
が
落
下
し
た
り
、

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　空
き
家
の
問
題
は
全
国
的
な
社

会
問
題
で
あ
り
、
本
町
で
も
目
に

付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
慎
重
に
深
く
考
え
て
い
く
べ

き
問
題
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
隣
接
地
に
町
の
公
園

等
が
あ
る
よ
う
な
空
き
家
は
、
町

が
買
い
取
り
、
公
園
を
広
げ
る
な

ど
、
先
を
見
据
え
た
対
応
も
有

効
な
手
段
だ
と
考
え
る
。

　町
で
は
今
後
の
空
き
家
対
策

を
ど
う
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

町
長

　本
町
で
は
平
成
28
年
度
に
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
、
昭
和
町
空

家
等
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」に
規
定
す
る
空

き
家
と
し
て
61
軒
を
把
握
し
、

さ
ら
に
平
成
２９
年
度
は
よ
り
正

確
な
情
報
を
管
理
し
て
い
く
た

め
、
各
区
に
協
力
い
た
だ
き
、
空

き
家
や
危
険
な
工
作
物
等
の
調

査
を
実
施
し
た
。

　危
険
個
所
等
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
建
物
の
所
有
者
に
連

絡
を
取
り
、
危
険
個
所
の
解
消

等
を
指
導
し
て
い
る
。

　今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
空

き
家
の
抑
制
、
流
通
活
用
、
管

理
不
全
な
空
き
家
の
解
消
、
跡

地
活
用
等
に
つ
い
て
検
討
委
員

会
で
協
議
し
、「
空
き
家
等
対
策

計
画
」を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

再
質
問

　空
き
家
が
61
軒
と
い
う
こ
と
だ

が
、少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。空

き
家
の
定
義
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　ま
た
、空
き
家
の
周
り
の
草

木
に
つ
い
て
も
地
権
者
等
へ
の

注
意
や
指
導
は
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長

　空
き
家
の
定
義
は
、
空
き
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
建
築
物
と
そ
れ
に
属

す
る
工
作
物
で
居
住
、
そ
の
他

の
使
用
が
さ
れ
て
な
い
こ
と
が

常
態
で
あ
る
も
の
、
お
よ
び
そ

の
敷
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　町
内
を
移
動
す
る
際
な
ど
に

気
が
付
い
た
個
所
や
、
町
民
等

か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り

把
握
し
た
時
は
土
地
所
有
者
を

調
べ
て
改
善
指
導
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

再
々
質
問

　空
き
家
の
隣
接
地
に
町
の
公

園
等
が
あ
る
際
な
ど
は
、先
行

投
資
的
に
買
い
取
り
、公
園
を

広
げ
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

都
市
整
備
課
長

　財
政
状
況
や
費
用
対
効
果
、

ま
た
、
空
き
家
や
土
地
所
有
者

の
意
向
も
踏
ま
え
る
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

石原　一好 議員
い し は ら か ず よし

堀　門太 議員
ほ り も ん た

義清像と武田菱
（茨城県ひたちなか市教育委員会 提供）
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一般
質
問

一般
質
問

Q 子どもの貧困への対応は

A ＮＰＯや民間支援団体等との
連携による支援もしていきたい

鷹
野

　子
ど
も
の
貧
困
は
社
会
の
発
展

に
影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。低

所
得
世
帯
の
子
ど
も
は
教
育
を
受

け
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、進
学
率

が
低
く
、非
正
規
雇
用
な
ど
の
増
加

に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
は
税
金
や
社
会
保
険
料
を

納
め
る
金
額
の
減
少
や
生
活
保
護

な
ど
の
公
的
支
援
の
増
加
を
意
味

す
る
。

　山
梨
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
の

中
間
報
告
で
は
、
県
内
の
児
童
、
生

徒
の
貧
困
率
は
10
．６
％
で
、
約
10

人
に
１
人
が
貧
困
状
態
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
中
間
報
告
は
各
市
町
村
ご

と
に
デ
ー
タ
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、本
町
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　県
が
昨
年
７
月
に
実
施
し
た

子
ど
も
の
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

間
速
報
を
11
月
に
公
表
し
た
。

そ
の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
貧
困

世
帯
で
は
「
家
族
構
成
」の
質
問

で
父
親
が
い
る
と
答
え
た
世
帯

が
全
世
帯
に
比
べ
て
低
く
、「
就

労
状
況
」
で
も
正
社
員
や
正
規

職
員
の
割
合
が
低
かっ
た
。

　本
町
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
お

お
む
ね
県
と
同
様
の
集
計
結
果

で
あ
り
、「
支
援
ニ
ー
ズ
」の
項
目

で
は
子
ど
も
食
堂
や
食
糧
支
援
、

居
場
所
づ
く
り
と
いっ
た
項
目
の

回
答
が
多
かっ
た
。

　ま
た
、「
利
用
し
た
い
公
的
な

支
援
」の
回
答
で
は
、
収
入
を
得

る
た
め
の
就
労
に
つ
い
て
も
ニ
ー

ズ
が
高
く
、安
定
し
た
生
活
を
得

る
た
め
の
就
労
支
援
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

　し
か
し
こ
れ
ら
は
本
町
の
み
で

ど
う
に
か
で
き
る
問
題
で
は
な

く
、
社
会
全
体
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
い
。

　そ
の
う
え
で
教
育
委
員
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
、長
期
休
暇

を
利
用
し
た
学
力
向
上
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
充
実
や
、
文

化
・
芸
術
鑑
賞
活
動
や
体
験
学

習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
る
。

　ま
た
、
他
の
関
連
部
署
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
間
の
支
援
団
体
等
と
の
連

携
を
行
い
、今
後
も
必
要
な
支
援

を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

再
質
問

　デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
教
育
委
員
会
以
外
で
も
共

有
し
て
い
る
の
か
。
集
計
結
果

か
ら
町
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開

を
し
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　集
計
結
果
は
福
祉
課
と
共

有
し
て
お
り
、
結
果
か
ら
学
習

面
で
の
不
安
と
義
務
教
育
を
終

え
た
後
の
教
育
へ
の
経
済
面
で

の
不
安
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　支
援
に
つ
い
て
は
個
別
具
体

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　最
近
で
は
町
内
で
も
子
ど
も

食
堂
を
運
営
す
る
方
も
い
る
。

居
場
所
づ
く
り
や
子
ど
も
食

堂
を
行
う
団
体
に
事
業
の
周

知
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
、生
活

困
窮
や
貧
困
で
相
談
に
来
た
方

に
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
つ
な

い
で
い
る
。今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

鷹野　一雄 議員
た か の か ず お

広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
甲府地区広域行政事務組合議会 報告

日　　時：
内　　容：

平成30年3月29日（木）午後3時～
・平成29年度甲府地区広域行政事務組合特別会計補正予算《1件》
・平成30年度甲府地区広域行政事務組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金4,282,000円）
・平成30年度甲府地区広域行政事務組合特別会計予算《4件》
（昭和町分負担金2,260,000円）
・その他、条例関係《3件》
上記議案については可決とした。

報告議員：塚原　將司・依田　茂巳
（3市1町で構成）

中巨摩地区広域事務組合議会 報告

日　　時：
内　　容：

平成30年3月29日（木）午前10時～
・平成29年度中巨摩地区広域事務組合一般会計並びに特別会計補正予算《5件》
・平成30年度中巨摩地区広域事務組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金　4,896,000円）
・平成30年度中巨摩地区広域事務組合特別会計予算《5件》
（昭和町分負担金　156,744,000円）
・その他条例関係《2件》
上記議案については可決とした。 

報告議員：遠藤　辰男・金丸　富一
（3市3町で構成）

三郡衛生組合議会 報告
日　　時：
内　　容：

平成30年3月27日（火）午後2時～
・平成30年度三郡衛生組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金　1,470,985円）
・平成30年度三郡衛生組合特別会計予算《2件》
（昭和町分負担金　26,330,358円）
・その他、条例関係《2件》
上記議案については可決とした。

報告議員：石原　高明・石原　一好
（2市3町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
日　　時：
内　　容：

平成30年2月21日（水）午後1時30分～
・平成29年度山梨県後期高齢者医療広域連合
一般会計並びに特別会計補正予算《２件》
・平成30年度山梨県後期高齢者医療広域連合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金9,609,000円）
・平成30年度山梨県後期高齢者医療広域連合特別会計予算《1件》
・その他、条例関係《３件》
上記議案については可決とした。

報告議員：三井　猛
（27市町村で構成）
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一般
質
問

一般
質
問

Q 子どもの貧困への対応は

A ＮＰＯや民間支援団体等との
連携による支援もしていきたい

鷹
野

　子
ど
も
の
貧
困
は
社
会
の
発
展

に
影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。低

所
得
世
帯
の
子
ど
も
は
教
育
を
受

け
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、進
学
率

が
低
く
、非
正
規
雇
用
な
ど
の
増
加

に
つ
な
が
る
。

　こ
れ
は
税
金
や
社
会
保
険
料
を

納
め
る
金
額
の
減
少
や
生
活
保
護

な
ど
の
公
的
支
援
の
増
加
を
意
味

す
る
。

　山
梨
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
の

中
間
報
告
で
は
、
県
内
の
児
童
、
生

徒
の
貧
困
率
は
10
．６
％
で
、
約
10

人
に
１
人
が
貧
困
状
態
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　こ
の
中
間
報
告
は
各
市
町
村
ご

と
に
デ
ー
タ
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、本
町
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　県
が
昨
年
７
月
に
実
施
し
た

子
ど
も
の
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

間
速
報
を
11
月
に
公
表
し
た
。

そ
の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
貧
困

世
帯
で
は
「
家
族
構
成
」の
質
問

で
父
親
が
い
る
と
答
え
た
世
帯

が
全
世
帯
に
比
べ
て
低
く
、「
就

労
状
況
」
で
も
正
社
員
や
正
規

職
員
の
割
合
が
低
かっ
た
。

　本
町
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
お

お
む
ね
県
と
同
様
の
集
計
結
果

で
あ
り
、「
支
援
ニ
ー
ズ
」の
項
目

で
は
子
ど
も
食
堂
や
食
糧
支
援
、

居
場
所
づ
く
り
と
いっ
た
項
目
の

回
答
が
多
かっ
た
。

　ま
た
、「
利
用
し
た
い
公
的
な

支
援
」の
回
答
で
は
、
収
入
を
得

る
た
め
の
就
労
に
つ
い
て
も
ニ
ー

ズ
が
高
く
、安
定
し
た
生
活
を
得

る
た
め
の
就
労
支
援
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

　し
か
し
こ
れ
ら
は
本
町
の
み
で

ど
う
に
か
で
き
る
問
題
で
は
な

く
、
社
会
全
体
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
い
。

　そ
の
う
え
で
教
育
委
員
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
、長
期
休
暇

を
利
用
し
た
学
力
向
上
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
充
実
や
、
文

化
・
芸
術
鑑
賞
活
動
や
体
験
学

習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
る
。

　ま
た
、
他
の
関
連
部
署
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
間
の
支
援
団
体
等
と
の
連

携
を
行
い
、今
後
も
必
要
な
支
援

を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

再
質
問

　デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
教
育
委
員
会
以
外
で
も
共

有
し
て
い
る
の
か
。
集
計
結
果

か
ら
町
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開

を
し
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　集
計
結
果
は
福
祉
課
と
共

有
し
て
お
り
、
結
果
か
ら
学
習

面
で
の
不
安
と
義
務
教
育
を
終

え
た
後
の
教
育
へ
の
経
済
面
で

の
不
安
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　支
援
に
つ
い
て
は
個
別
具
体

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　最
近
で
は
町
内
で
も
子
ど
も

食
堂
を
運
営
す
る
方
も
い
る
。

居
場
所
づ
く
り
や
子
ど
も
食

堂
を
行
う
団
体
に
事
業
の
周

知
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　食
糧
支
援
に
つ
い
て
は
、生
活

困
窮
や
貧
困
で
相
談
に
来
た
方

に
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
つ
な

い
で
い
る
。今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

鷹野　一雄 議員
た か の か ず お
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甲府地区広域行政事務組合議会 報告

日　　時：
内　　容：

平成30年3月29日（木）午後3時～
・平成29年度甲府地区広域行政事務組合特別会計補正予算《1件》
・平成30年度甲府地区広域行政事務組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金4,282,000円）
・平成30年度甲府地区広域行政事務組合特別会計予算《4件》
（昭和町分負担金2,260,000円）
・その他、条例関係《3件》
上記議案については可決とした。

報告議員：塚原　將司・依田　茂巳
（3市1町で構成）

・その他、条例関係《3件》
上記議案については可決とした。

中巨摩地区広域事務組合議会 報告

日　　時：
内　　容：

平成30年3月29日（木）午前10時～
・平成29年度中巨摩地区広域事務組合一般会計並びに特別会計補正予算《5件》
・平成30年度中巨摩地区広域事務組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金　4,896,000円）
・平成30年度中巨摩地区広域事務組合特別会計予算《5件》
（昭和町分負担金　156,744,000円）
・その他条例関係《2件》
上記議案については可決とした。 

報告議員：遠藤　辰男・金丸　富一
（3市3町で構成）

・その他条例関係《2件》
上記議案については可決とした。 

三郡衛生組合議会 報告
日　　時：
内　　容：

平成30年3月27日（火）午後2時～
・平成30年度三郡衛生組合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金　1,470,985円）
・平成30年度三郡衛生組合特別会計予算《2件》
（昭和町分負担金　26,330,358円）
・その他、条例関係《2件》
上記議案については可決とした。

報告議員：石原　高明・石原　一好
（2市3町で構成）

・その他、条例関係《2件》
上記議案については可決とした。

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
日　　時：
内　　容：

平成30年2月21日（水）午後1時30分～
・平成29年度山梨県後期高齢者医療広域連合
一般会計並びに特別会計補正予算《２件》
・平成30年度山梨県後期高齢者医療広域連合一般会計予算《1件》
（昭和町分負担金9,609,000円）
・平成30年度山梨県後期高齢者医療広域連合特別会計予算《1件》
・その他、条例関係《３件》
上記議案については可決とした。

報告議員：三井　猛
（27市町村で構成）
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Ｑ
　沖
田
公
園
前
の
歩
道

の
樹
木
が
枯
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
植
え
替

え
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　当
局
に
伝
え
、
対
処

す
る
。

Ａ（
当
局
）
　現
状
で
は
、

８
本
の
木
が
枯
れ
て
い
る

の
で
、
抜
根
及
び
植
樹
を

す
る
。

Ｑ
　障
が
い
者
に
な
り
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
を
使
わ
な

い
で
、
運
転
免
許
証（
期
限

切
）の
返
納
に
行
き
た
い

が
、
良
い
方
法
は
な
い
か
。

Ａ
　期
限
切
れ
の
運
転
免

許
証
で
あ
れ
ば
、
本
人
が

行
か
な
く
て
も
、
家
族
で

あ
れ
ば
警
察
へ
持
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。 運転免許証の返納は

運転免許証の返納は

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
36
名

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司 

議
長

○
地
元
議
員

　
堀

　
門
太

11
月
29
日

　区公
会
堂

清
水
新
居
区 

（
第
９
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　常
永
川
の
中
に
ヨ
シ

な
ど
が
密
集
し
て
い
る
状

況
で
、
豪
雨
等
の
時
は
河

川
の
水
が
溢
れ
な
い
か
心

配
、
町
か
ら
強
く
ヨ
シ
等

の
除
去
を
実
施
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　現
状
、
危
険
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
ヨ
シ
な
ど
の

除
去
を
進
め
る
よ
う
当
局

か
ら
県
に
要
望
す
る
よ
う

依
頼
し
確
認
す
る
。

Ａ（
当
局
）
　本
年
10
月
５

日
に
県
の
中
北
建
設
事

務
所
と
現
地
立
会
を
行

い
ヨ
シ
刈
り
の
要
請
を
し

て
、
遅
く
と
も
平
成
30
年

度
の
早
い
時
期
に
草
刈
を

行
う
と
の
こ
と
。

Ｑ
　萩
原
石
油
近
く
の
交

差
点
に
お
い
て
、
交
通
事

故
が
非
常
に
多
い
、
こ
の

交
差
点
は
、
児
童
の
通
学

路
な
の
で
信
号
機
の
設
置

を
早
急
に
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
　危
険
度
が
高
い
状
況

で
あ
る
の
で
、
町
か
ら
南

甲
府
警
察
署
へ
強
く
要
望

し
て
い
る
。
今
年
度
中
は

厳
し
い
が
、
来
年
度
の
早

い
時
期
に
設
置
す
る
旨
の

予
定
を
聞
い
て
い
る
。

交差点に信号機の設置を
交差点に信号機の設置を

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
17
名

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
猛

　
　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司 

議
長

12
月
15
日

　区公
会
堂

河
西
区 

（
第
１０
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　河
東
中
島
区
の
市
街

化
調
整
区
域
の
開
発
は
将

来
的
に
ど
う
な
っ
て
行
く

の
か
知
り
た
い
。

Ａ
　市
街
化
調
整
区
域
内

の
建
築
・
開
発
行
為
は
５０

戸
連
た
ん
に
よ
る
も
の
が

基
本
と
な
る
。
地
区
計
画

と
い
っ
て
一
定
の
範
囲
を
指

定
し
て
、
ま
と
め
て
開
発
す

る
手
法
も
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
定
め
て
い
な
い
の
で

県
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
　中
小
河
原
築
地
新
居

線
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　Ｊ
Ｒ
身
延
線
を
跨
線

橋
で
渡
る
必
要
が
あ
る
が
、

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
も

同
様
に
跨
線
橋
を
要
す
る

た
め
、
新
た
な
跨
線
橋
を
両

線
で
共
有
す
る
な
ど
計
画

変
更
す
る
必
要
は
あ
る
。

中小河原築地新居線の進捗は
中小河原築地新居線の進捗は

公会堂と公園を公会堂と公園を

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
19
名

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　石原

　
高
明

　
河
田 

あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
塚
原

　
將
司

　
堀

　
　
門
太

○
地
元
議
員

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
中
澤

　
康
夫

１
月
18
日

　区公
会
堂

河
東
中
島
区 

（
第
11
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　国
保
税
の
滞
納
の
４

３
０
万
円
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　滞
納
整
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
納
課
に
お
い

て
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
滞
納
整
理

を
し
て
い
る
為
、
順
次
対

応
し
て
い
る
の
で
、
理
解

を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
　以
前
よ
り
公
会
堂
公

園
の
一
体
化
を
要
望
し
て

い
る
が
。

Ａ
　３
年
前
に
も
出
た
要
望

だ
が
、公
会
堂
と
合
わ
せ
て

の
要
望
で
あ
る
と
思
う
。

他
の
地
区
か
ら
の
要
望
も

あ
る
た
め
、
順
次
行
っ
て
い

く
予
定
の
よ
う
な
の
で
、

場
所
・
大
き
さ
等
を
含
め
、

再
度
要
望
書
の
提
出
を

区
建
設
委
員
会
に
お
願
い

す
る
。

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
36
名

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司 

議
長

１
月
28
日

　
区
公
会
堂

西
条
新
田
区 

（
第
12
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

総務常任委員会

清水新居区

西条新田区

押越区

上河東区

教育厚生常任委員会

西条二区

築地新居区

飯喰区

河西区

産業土木常任委員会

西条一区

河東中島区

紙漉阿原区

上河東二区

平成30年度井戸端会議　区担当委員会
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地区住民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

Ｑ
　沖
田
公
園
前
の
歩
道

の
樹
木
が
枯
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
植
え
替

え
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　当
局
に
伝
え
、
対
処

す
る
。

Ａ（
当
局
）
　現
状
で
は
、

８
本
の
木
が
枯
れ
て
い
る

の
で
、
抜
根
及
び
植
樹
を

す
る
。

Ｑ
　障
が
い
者
に
な
り
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
を
使
わ
な

い
で
、
運
転
免
許
証（
期
限

切
）の
返
納
に
行
き
た
い

が
、
良
い
方
法
は
な
い
か
。

Ａ
　期
限
切
れ
の
運
転
免

許
証
で
あ
れ
ば
、
本
人
が

行
か
な
く
て
も
、
家
族
で

あ
れ
ば
警
察
へ
持
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。 運転免許証の返納は

運転免許証の返納は

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
36
名

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司 

議
長

○
地
元
議
員

　
堀

　
門
太

11
月
29
日

　区公
会
堂

清
水
新
居
区 

（
第
９
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　常
永
川
の
中
に
ヨ
シ

な
ど
が
密
集
し
て
い
る
状

況
で
、
豪
雨
等
の
時
は
河

川
の
水
が
溢
れ
な
い
か
心

配
、
町
か
ら
強
く
ヨ
シ
等

の
除
去
を
実
施
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　現
状
、
危
険
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
ヨ
シ
な
ど
の

除
去
を
進
め
る
よ
う
当
局

か
ら
県
に
要
望
す
る
よ
う

依
頼
し
確
認
す
る
。

Ａ（
当
局
）
　本
年
10
月
５

日
に
県
の
中
北
建
設
事

務
所
と
現
地
立
会
を
行

い
ヨ
シ
刈
り
の
要
請
を
し

て
、
遅
く
と
も
平
成
30
年

度
の
早
い
時
期
に
草
刈
を

行
う
と
の
こ
と
。

Ｑ
　萩
原
石
油
近
く
の
交

差
点
に
お
い
て
、
交
通
事

故
が
非
常
に
多
い
、
こ
の

交
差
点
は
、
児
童
の
通
学

路
な
の
で
信
号
機
の
設
置

を
早
急
に
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
　危
険
度
が
高
い
状
況

で
あ
る
の
で
、
町
か
ら
南

甲
府
警
察
署
へ
強
く
要
望

し
て
い
る
。
今
年
度
中
は

厳
し
い
が
、
来
年
度
の
早

い
時
期
に
設
置
す
る
旨
の

予
定
を
聞
い
て
い
る
。

交差点に信号機の設置を
交差点に信号機の設置を

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
17
名

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
猛

　
　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司 

議
長

12
月
15
日

　区公
会
堂

河
西
区 

（
第
１０
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　河
東
中
島
区
の
市
街

化
調
整
区
域
の
開
発
は
将

来
的
に
ど
う
な
っ
て
行
く

の
か
知
り
た
い
。

Ａ
　市
街
化
調
整
区
域
内

の
建
築
・
開
発
行
為
は
５０

戸
連
た
ん
に
よ
る
も
の
が

基
本
と
な
る
。
地
区
計
画

と
い
っ
て
一
定
の
範
囲
を
指

定
し
て
、
ま
と
め
て
開
発
す

る
手
法
も
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
定
め
て
い
な
い
の
で

県
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
　中
小
河
原
築
地
新
居

線
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　Ｊ
Ｒ
身
延
線
を
跨
線

橋
で
渡
る
必
要
が
あ
る
が
、

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
も

同
様
に
跨
線
橋
を
要
す
る

た
め
、
新
た
な
跨
線
橋
を
両

線
で
共
有
す
る
な
ど
計
画

変
更
す
る
必
要
は
あ
る
。

中小河原築地新居線の進捗は
中小河原築地新居線の進捗は

公会堂と公園を公会堂と公園を

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
19
名

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　石原

　
高
明

　
河
田 

あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
塚
原

　
將
司

　
堀

　
　
門
太

○
地
元
議
員

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
中
澤

　
康
夫

１
月
18
日

　区公
会
堂

河
東
中
島
区 

（
第
11
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

Ｑ
　国
保
税
の
滞
納
の
４

３
０
万
円
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　滞
納
整
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
納
課
に
お
い

て
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
滞
納
整
理

を
し
て
い
る
為
、
順
次
対

応
し
て
い
る
の
で
、
理
解

を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
　以
前
よ
り
公
会
堂
公

園
の
一
体
化
を
要
望
し
て

い
る
が
。

Ａ
　３
年
前
に
も
出
た
要
望

だ
が
、公
会
堂
と
合
わ
せ
て

の
要
望
で
あ
る
と
思
う
。

他
の
地
区
か
ら
の
要
望
も

あ
る
た
め
、
順
次
行
っ
て
い

く
予
定
の
よ
う
な
の
で
、

場
所
・
大
き
さ
等
を
含
め
、

再
度
要
望
書
の
提
出
を

区
建
設
委
員
会
に
お
願
い

す
る
。

●
出
席
者

●
参
加
議
員

　
区
民

　
36
名

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司 

議
長

１
月
28
日

　
区
公
会
堂

西
条
新
田
区 

（
第
12
回
）

おもなおもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

総務常任委員会

清水新居区

西条新田区

押越区

上河東区

教育厚生常任委員会

西条二区

築地新居区

飯喰区

河西区

産業土木常任委員会

西条一区

河東中島区

紙漉阿原区

上河東二区
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追跡追跡
平成28年9月議会
質問者：依田　茂巳議員
平成30年3月議会
質問者：石原　高明議員

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？

災害発生時等には、災害対応の為、自治
体の業務量は増大し、一つ一つの行動が
遅くなる可能性がある。そこで、初動や応
急対応を迅速にする為、業務継続計画を
作成しては。

追
跡

問

『大規模災害発生時における
 事業継続計画』について

29年度「昭和町業務継続計画」を策定した。30年
度には、昭和町受援計画を策定し、発災直後の救出
救護活動や救援物資の受入れ、そして災害ボラン
ティアの受入れ体制など、災害時における各課の受
援業務や受援体制を明確にした上で、さらなる防災
対策の強化に努めていく。

その後その後

平成29年12月議会
質問者：河田　あけみ議員

入居申込者が減少している理由として考え
られる連帯保証人要件を町内在住に限定
せず、山梨県内在住者へ範囲を広げては。

追
跡

問
町営常永団地の連帯保証人について

入居申込者の減少に連帯保証人要件が町内在
住者と限定していることが一因と考えられ
るため、山梨県内在住者へ範囲を拡大した。

その後その後

ようこそ昭和町へ・・・ようこそ昭和町へ・・・
議会視察
受入

議会事務局長より昭和町の歩みをパワーポイントで説明し、
昭和町のことをより知っていただいた上で、研修を行いました。

・議会だよりの編集について他
茨城県鉾田市議会１31

作成時に気をつけている事など、意見交換しました。

・議会広報について・作成の手法
・今後の展開と課題他
これからどのような広報にしていきたいか、
意見交換しました。

長野県駒ヶ根市議会2 13

甲府昭和高校との連携事業
昭和町の現状と課題について

甲府昭和高校との連携事業

甲府昭和高校生にとって最も身近な地域である昭和町。生徒たち
は、基本となる資料から昭和町の課題を設定し、情報収集の仕方を
学ぶ研修を経て、各自必要な情報を収集・分析し、グループでの熟
議を重ねてきた。高校1年生の目線から「昭和町の現状と課題」に
ついてまとめた内容を発表し、各組ごとに担当している議会議員か
ら指導助言を行った。

甲府昭和高校1年生が思う昭和町の現状と課題について提案を聞
き、今後の政策提案の参考や、新たな視点の発見などに繋げる。

平成30年2月9日（金） 午後1時20分～

組 テーマ

１ 交通渋滞について
他７テーマ

交通渋滞や、ごみの問題に対し、高校生という立場からの改善策が
提案され、違う視点からの提案に刺激を受けた。

観光や治安、経済の面で昭和町が抱える問題と強みを他市町村と
比較して明示され、更に良いまちづくりに向け考えていく良いきっ
かけとなった。
交通について新しい視点からの提案や、学園祭を通じてPR活動
を行うなど様々な斬新な意見を聞き、新しい考え方として参考に
なった。
大型商業施設との関わりや、立地を活かした現状の改善策など、工
夫を凝らした発表方法で提案され、プレゼン方法から引き込まれ、
意見も参考になった。
教育・保育など昭和町が力を入れている分野にあえて焦点を絞り、
現状の課題等をうまく結論付けて改善策を提案していて、とても参
考になった。
通学中、部活動中に気づいたことに対して、高校生目線から交通な
どの課題と改善策を提案していた。ひとつの視点ではなく、すべて
の視点から改善策を考えなければならないと改めて感じる良い機
会となった。

昭和町のお金の使い道
他６テーマ

紫映祭で特産物を
広めよう
他７テーマ

幅広い世代に優しい
町づくり
他６テーマ

昭和町の経済の課題
他６テーマ

ショーワトラフィック
他６テーマ

2

3

4

5

6

議会から・議会だよりの取組みについて他
長野県御代田町議会2 23

広報掲載記事作成の時どのような点を
重視しているか意見交換しました。

概　　要：

目　　的：

日　　時：
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追跡追跡
平成28年9月議会
質問者：依田　茂巳議員
平成30年3月議会
質問者：石原　高明議員

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？

災害発生時等には、災害対応の為、自治
体の業務量は増大し、一つ一つの行動が
遅くなる可能性がある。そこで、初動や応
急対応を迅速にする為、業務継続計画を
作成しては。

追
跡

問

『大規模災害発生時における
 事業継続計画』について

29年度「昭和町業務継続計画」を策定した。30年
度には、昭和町受援計画を策定し、発災直後の救出
救護活動や救援物資の受入れ、そして災害ボラン
ティアの受入れ体制など、災害時における各課の受
援業務や受援体制を明確にした上で、さらなる防災
対策の強化に努めていく。

その後その後

平成29年12月議会
質問者：河田　あけみ議員

入居申込者が減少している理由として考え
られる連帯保証人要件を町内在住に限定
せず、山梨県内在住者へ範囲を広げては。

追
跡

問
町営常永団地の連帯保証人について

入居申込者の減少に連帯保証人要件が町内在
住者と限定していることが一因と考えられ
るため、山梨県内在住者へ範囲を拡大した。

その後その後

ようこそ昭和町へ・・・ようこそ昭和町へ・・・
議会視察
受入

議会事務局長より昭和町の歩みをパワーポイントで説明し、
昭和町のことをより知っていただいた上で、研修を行いました。

・議会だよりの編集について他
茨城県鉾田市議会１31

作成時に気をつけている事など、意見交換しました。

・議会広報について・作成の手法
・今後の展開と課題他
これからどのような広報にしていきたいか、
意見交換しました。

長野県駒ヶ根市議会2 13

甲府昭和高校との連携事業
昭和町の現状と課題について

甲府昭和高校との連携事業

甲府昭和高校生にとって最も身近な地域である昭和町。生徒たち
は、基本となる資料から昭和町の課題を設定し、情報収集の仕方を
学ぶ研修を経て、各自必要な情報を収集・分析し、グループでの熟
議を重ねてきた。高校1年生の目線から「昭和町の現状と課題」に
ついてまとめた内容を発表し、各組ごとに担当している議会議員か
ら指導助言を行った。

甲府昭和高校1年生が思う昭和町の現状と課題について提案を聞
き、今後の政策提案の参考や、新たな視点の発見などに繋げる。

平成30年2月9日（金） 午後1時20分～

組 テーマ

１ 交通渋滞について
他７テーマ

交通渋滞や、ごみの問題に対し、高校生という立場からの改善策が
提案され、違う視点からの提案に刺激を受けた。

観光や治安、経済の面で昭和町が抱える問題と強みを他市町村と
比較して明示され、更に良いまちづくりに向け考えていく良いきっ
かけとなった。
交通について新しい視点からの提案や、学園祭を通じてPR活動
を行うなど様々な斬新な意見を聞き、新しい考え方として参考に
なった。
大型商業施設との関わりや、立地を活かした現状の改善策など、工
夫を凝らした発表方法で提案され、プレゼン方法から引き込まれ、
意見も参考になった。
教育・保育など昭和町が力を入れている分野にあえて焦点を絞り、
現状の課題等をうまく結論付けて改善策を提案していて、とても参
考になった。
通学中、部活動中に気づいたことに対して、高校生目線から交通な
どの課題と改善策を提案していた。ひとつの視点ではなく、すべて
の視点から改善策を考えなければならないと改めて感じる良い機
会となった。

昭和町のお金の使い道
他６テーマ

紫映祭で特産物を
広めよう
他７テーマ

幅広い世代に優しい
町づくり
他６テーマ

昭和町の経済の課題
他６テーマ

ショーワトラフィック
他６テーマ

2

3

4

5

6

議会から・議会だよりの取組みについて他
長野県御代田町議会2 23

広報掲載記事作成の時どのような点を
重視しているか意見交換しました。

概　　要：

目　　的：

日　　時：
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９
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

　文化協会では、昭和町ふれあい祭りと同日に開催
しております、昭和町文化祭において、所属する部の
皆さんの芸能発表や作品展示を行っています。
　現在は、町内小中学校で取り組まれているコミュニ
ティスクール事業にも協力させていただいています。
こうした世代を超えた交流の積み重ねを大切にし、昭
和町の文化を形成していければと思います。是非文
化協会の活動にご注目ください。

いつも拝見しています。
用紙がカラーを前と後ページに使ってるけど、
白黒か、中の掲載と一緒でもいいと思う。余計
なお世話だけど。でもいつみても、見やすくてい
いと思います！

メールにて（44歳・男性）

議会だよりによって、議員さんの活動が、よくわ
かります。これからも、昭和町のために頑張って
下さい。

メールにて（52歳・男性）

Q 文化協会の各部の活動を教えてください。

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1  30年3月議会　一般質問者は〇人！
2  議会〇〇〇〇改正の道のり！
3  ようこそ昭和町へ　視察受け入れ自治体数は〇！

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　５月末日消印有効

議 会 ク イ ズ 正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより
177号（この号）を
読んでください

（仮称）生涯学習館が建設される予定であるこ
とが議会便りを読んでわかりました。私がかなり
まえから願っていた（投書していた）文化ホール
が含まれている可能性があるということ。
　私は他の市のホールをお借りして、アマチュ
アオーケストラを趣味としています。昭和町にも
ホールができるとなると、音楽に携わっている人
たちが集まって、昭和町にもアマオケが出来る
かもしれません。そんな日が来ることを願ってい
ます。

メールにて（58歳・女性）

No.175に対する

こんなご意見を
いただきました！
こんなご意見を
いただきました！

No.176に対する

会長から町のみなさんへ

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆様にスポットを当て、活動の姿を追って
いきます。今回は昭和町文化協会会長の磯部幸廣さんと文化協会の3つの部の活動を取材しました。

A
　津軽三味線部は三本の弦を指ではじいたりし
て、力強くも繊細な響きを奏でることができる日
本の伝統楽器です。迫力のある演奏や息の合った
演奏ができた時の喜びはなんともいえません。津
軽三味線の魅力を一緒に楽しんでみませんか。

◎津軽三味線部

A
　色・土・形、それぞれにこだわった作品はひとつ
ひとつに思いがあり、皆で作っているときも楽しく
感じます。自分で作ったうつわに料理を盛るとき
のわくわくする気分を味わってみませんか。

◎陶芸部

A
　民謡部では、山梨県に根付く民謡の知識を深
め、歴史を知ると共にその当時を思い起こし、唄う
ことで楽しみながら民謡を唄い継ぐ活動をしてい
ます。民謡の奥深さに触れ、一緒に楽しく活動して
みませんか。

◎民謡部
（67歳・女性）（80歳・女性）
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和町の文化を形成していければと思います。是非文
化協会の活動にご注目ください。

いつも拝見しています。
用紙がカラーを前と後ページに使ってるけど、
白黒か、中の掲載と一緒でもいいと思う。余計
なお世話だけど。でもいつみても、見やすくてい
いと思います！

メールにて（44歳・男性）

議会だよりによって、議員さんの活動が、よくわ
かります。これからも、昭和町のために頑張って
下さい。

メールにて（52歳・男性）

Q 文化協会の各部の活動を教えてください。

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1  30年3月議会　一般質問者は〇人！
2  議会〇〇〇〇改正の道のり！
3  ようこそ昭和町へ　視察受け入れ自治体数は〇！

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　５月末日消印有効

議 会 ク イ ズ 正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより
177号（この号）を
読んでください

（仮称）生涯学習館が建設される予定であるこ
とが議会便りを読んでわかりました。私がかなり
まえから願っていた（投書していた）文化ホール
が含まれている可能性があるということ。
　私は他の市のホールをお借りして、アマチュ
アオーケストラを趣味としています。昭和町にも
ホールができるとなると、音楽に携わっている人
たちが集まって、昭和町にもアマオケが出来る
かもしれません。そんな日が来ることを願ってい
ます。

メールにて（58歳・女性）

No.175に対する

こんなご意見を
いただきました！
こんなご意見を
いただきました！

No.176に対する

会長から町のみなさんへ

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆様にスポットを当て、活動の姿を追って
いきます。今回は昭和町文化協会会長の磯部幸廣さんと文化協会の3つの部の活動を取材しました。

A
　津軽三味線部は三本の弦を指ではじいたりし
て、力強くも繊細な響きを奏でることができる日
本の伝統楽器です。迫力のある演奏や息の合った
演奏ができた時の喜びはなんともいえません。津
軽三味線の魅力を一緒に楽しんでみませんか。

◎津軽三味線部

A
　色・土・形、それぞれにこだわった作品はひとつ
ひとつに思いがあり、皆で作っているときも楽しく
感じます。自分で作ったうつわに料理を盛るとき
のわくわくする気分を味わってみませんか。

◎陶芸部

A
　民謡部では、山梨県に根付く民謡の知識を深
め、歴史を知ると共にその当時を思い起こし、唄う
ことで楽しみながら民謡を唄い継ぐ活動をしてい
ます。民謡の奥深さに触れ、一緒に楽しく活動して
みませんか。

◎民謡部
（67歳・女性）（80歳・女性）
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•表題（しょうわ）については
「西条小学校 6年1組（平成29年度当時）
中野　李咲 さん（なかの りさ）」の直筆です。❾

20
22

❷
一般質問 ここが聞きたい
甲府昭和高校との連携事業
議員記者が行く！文化協会へ取材！

コーラス部公演の様子
（関連ページ22）
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和
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ま
し
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友
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所
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活
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て
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さ
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子
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て
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に

入
れ
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た
だ
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た
り
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年
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も
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た
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な
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た
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和
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に
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で
12
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。
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和
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で
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だ
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。
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平成30年4月1日付の人事異動により

やまもと やすし

新議会事務局長に山本　靖 氏

やまもと やすし

山本　靖 氏

議会事務局長 → 収納課長

ふかがわ かずひこ

深川　和彦 氏

→ 議会事務局長環境経済課
農政振興係長
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